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年末を迎えて 

校長 神山 信次郎 

 

 師走に入ると早いもので、あと少しで２０１９年が終わろうとしています。今年は

新しい時代「令和」を迎え、心新たにした人も多かったと思います。また、夏には台

風の甚大な被害、9 月にはラグビーワールドカップで、心沸き立ちと様々なことがあり

ました。皆様にとって良い年だったでしょうか。一年という期間を考えてみると、多

くの時間があり、当初は沢山のことができると思いがちですが、年の瀬になって振り

返ってみると、思ったほどまとまったことができなかったと感じることが多いようで

す。新しい年を迎える前の大切な節目である今、改めて自分の生活を見つめ直したい

ものです。私も反省することが多く、改善しなければならないことや、やり残したこ

とを再検討しながら、来年こそは有意義な一年にしようと思っています。生徒の皆さ

んもこの節目に、今年一年の一日一日を振り返ってほしいと思います。良いことも悪

いことも全部含めた日々の積み重ねが、今の自分を作っています。新しい年もまた、

私たちに一日一日を用意して待っています。新年を迎えるにあたり「今年の目標」・

「今年の抱負」など考え、一年の良いスタートがきれるようにしてください。 

１２月から３年生との面接練習を行っています。普段はあまり個人的に話ができな

い生徒達と、限られた時間ではありますが、真剣に話ができる良い機会を頂きました。

生徒達は今回の面接の中学校生活で一生懸命取り組んだこと、進路先でどのようなこ

とを頑張るかなど一人一人の考えや思いを話してくれました。また、将来の夢や希望

を聞くことができました。私は面接練習で全員に「豊玉第二中学校の誇れることは何

ですか」ということを最初の質問として聞きます。ほぼ全員が「挨拶がしっかりとで

きる学校」、「先輩、後輩の壁のない仲の良い学校」と返ってきます。「挨拶の響き

渡る温かい学校」にしたい私にとってその答えは、本当に嬉しいものでした。そこに

「豊玉二中の伝統と生徒のプライド、こだわり」を感じました。面接練習を終了して、

改めて３年生の成長ぶりに感心させられました。まもなく３年生は入試本番を迎えま

すが、もう一度、自分は何が得意で、何が不得意なのか、そしてどんな夢をもってい

るかなど、十分に自分と向き合い、自分自身と話し合ってほしいと思います。また、

志望理由や進路先で頑張りたいこと、将来の夢の実現に向けどのような取り組みをし

たらよいかも確認してください。全員が希望の進路に進めるように頑張ってもらいた

いと願っています。１，２年生も３年生の姿をみて、来年、再来年の自分に置き換え

て、考え行動につなげてください。また、３年生の希望がかなうように、みなさんで

応援してあげてください。 

 

保護者・地域の皆様へ 

今年も 1 年間、本校を温かく見守り、ご支援いただいたことに深く感謝申し上げま

す。ありがとうございました。皆様のご支援のおかげで、様々な場面で豊玉二中生の

成長を実感することができました。来年も、今年以上に飛躍した年になることを願い、

新たな年を迎えたいと思います。皆様、良いお年をお迎えください。  

 



 


